
1．何故「紙」の新聞を活用するのか 
 
   （5分程度、受講者に聞いてみた上で解説） 
   目に飛び込んでくる記事が、興味はが多々あります。外の余計な 
   ものは基本出てきません。一方、紙の新聞は様々な記事が目に飛び込んできます。 
    →世の中全体の流れ、傾向をつかむことができます。 
    →社内外での会話のネタとなったり、仕事のヒントにつながることが多々 
      あります。お客様の業界や最新動向や競合情報も自然に入ってきます。 
    →自社で必要な知識や情報はどんどん仕入れると思いますが、それだけ 
      だと視野や見識が狭くなってしまう可能性があります。新聞で目にした 
     記事を読むことで、視野を広げることができます。 
 
2．日本経済新聞の活用：「日本経済新聞解説資料」配布 
   日本経済新聞にこだわる必要はありません。他誌でもいいですが、経済や仕事に関わる 
   内容であれば日本経済新聞が一番情報が多いため、研修では日本経済新聞を活用します。 
   解説資料配布後、日本経済新聞を一緒に読みながら解説。（日本経済新聞の誌面は定期的 
   に変更になるため、ワーク実施前に各曜日内容に変更がないか確認・修正してください） 
 
3．ワーク案内 
   新聞の記事を読んで、テーマにあった内容を個人の記事でも複数の記事 
   を組み合わせても構いません。決定したテーマに基づき、グループで発表内容の準備を行い 
   ます。発表においては、一人一度は必ず発言を行うようにしてください。発表内容はこちらに 
   なります。→次ページ以降で実施テーマ分を共有    
 
  テーマ案内 
  テーマ1．新聞を読んで、お客様に会った際に、その後話したい内容にスムーズにつながる 
        アイスブレイクを考えてみます。  
  テーマ2．新聞の記事から自社で取り入れたらいい取り組みや自社の新サービスを考えます。 
  テーマ3．新聞の記事からお客様に役立つことを考えます。自社のサービスにあるものでも、 
        ないものでも構いません。 
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【ワーク案内】 
 
1．ワークの進め方、タイムテーブル共有 
   ・テーマに基づき取り上げたい記事を個人で選択します。 
   ・各人が選択した記事を共有し、グループで検討する内容を決定します。 
   ・決定した内容に基づき、グループで議論、とりまとめを行います。 
   ・発表です。発表して頂く内容は、スクリーンに提示しているので確認ください。 
 
2．個人ワーク、グループワーク実施 
 
  ～グループワーク状況を都度確認し、それぞれのグループの議論内容か 
    講師が質問したいことや補足情報、コメントを準備しておく～ 
 
3．各グループ毎で発表 
 
 
2日目がある場合は、課題と明日の発表内容を提示 
 
 
「本日選んだ記事について、情報が深まるとどう変わるかを確認して頂くために、 
 家で情報を掘り下げてきてください。明日は、その情報をふまえた上で、発表 
 を行っていただきます」 
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2日目、実施前に発表内容を共有 


